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１．当四半期決算に関する定性的情報

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。
 
(1) 経営成績に関する説明

  当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、政府による経済政策や日本銀行の金融緩和策を受けて、緩やかな

がら景気回復の動きがみられましたものの、円安による輸入原材料の値上がり、消費税率引き上げに伴う駆け込み需

要の反動など、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。

 このような情勢のもとで、当社は、３カ年の新中期事業計画に基づき、基盤事業の再強化、コア事業の規模拡大及

び新規事業の育成を通じて、持続的な成長に向けた収益基盤の確立に取り組んでまいりました。

 その結果、既存製品及び新製品の拡販により、当第３四半期累計期間の売上高は、前年同期を上回る4,582百万円

（前年同期比6.8％増）となりました。

 一方、損益面につきましては、原材料価格の値上がりの影響を受けましたものの、売上高の増加、拡販に伴う設備

稼働率の上昇及びコスト削減により、営業利益は50百万円（前年同期は営業損失100百万円）、経常利益は36百万円

（前年同期は経常損失196百万円）となりました。また、特別損失として、固定資産除却損を計上いたしましたの

で、四半期純利益は21百万円（前年同期は四半期純損失176百万円）となりました。

 なお、当社は、コア事業の規模拡大を図るため、平成26年６月に超微粒子酸化チタンの生産能力を増強いたしまし

た。
 

セグメント別の概況は、次のとおりであります。
 

（酸化チタン）

  酸化チタンにつきましては、既存製品の需要が堅調に推移し、出荷数量が増加いたしました。高付加価値品の超微

粒子酸化チタンにつきましては、ＵＶカット化粧品向け及びトナー外添剤向け新製品の拡販により、出荷数量が増加

いたしました。新規事業のチタン酸リチウムにつきましては、当初の予想は下回るものの、対前年同期比で出荷数量

が増加いたしました。

  以上の結果、当セグメントの売上高は3,129百万円（前年同期比12.3％増）となり、売上高の増加及び設備稼働率

の上昇などにより、営業利益は30百万円（前年同期は営業損失69百万円）となりました。
 

（酸化鉄）

  酸化鉄につきましては、鋭意、拡販に注力いたしました結果、化粧品向け新製品の採用決定などの成果を上げるこ

とができましたものの、塗料向け製品の出荷が伸び悩み、出荷数量が減少いたしました。

  以上の結果、当セグメントの売上高は1,420百万円（前年同期比3.4％減）となりましたが、設備稼働率の上昇及び

コスト削減などにより、営業利益は７百万円（前年同期は営業損失45百万円）となりました。
 
(2) 財政状態に関する説明

  資産につきましては、現金及び預金などの減少があったものの、受取手形及び売掛金、建物、機械及び装置、投資

有価証券などの増加から、当第３四半期会計期間末11,892百万円と前事業年度末に比べて615百万円増加いたしまし

た。

  負債につきましては、退職給付引当金などの減少があったものの、長期借入金などの増加から、当第３四半期会計

期間末6,552百万円と前事業年度末に比べて507百万円増加いたしました。

  純資産につきましては、利益剰余金などの減少があったものの、その他有価証券評価差額金の増加から、当第３四

半期会計期間末5,340百万円と前事業年度末に比べて107百万円増加いたしました。
 
(3) 業績予想などの将来予測情報に関する説明

  通期の業績予想につきましては、現時点では平成26年５月15日に公表いたしました業績予想と変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

  「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

第１四半期会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を

期間定額基準から給付算定式基準へ変更しております。割引率の決定方法についても、従業員の平均残存勤務期間に

近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均

割引率を使用する方法へ変更いたしました。

  退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半期

累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しておりま

す。

  この結果、当第３四半期累計期間の期首の退職給付引当金が16百万円減少し、利益剰余金が16百万円増加しており

ます。また、当第３四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期財務諸表

(1)四半期貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 551 437 

受取手形及び売掛金 1,526 1,693 

商品及び製品 1,145 1,213 

仕掛品 614 677 

原材料及び貯蔵品 383 384 

その他 33 37 

流動資産合計 4,254 4,444 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 1,445 1,614 

機械及び装置（純額） 3,463 3,670 

その他（純額） 864 673 

有形固定資産合計 5,773 5,958 

無形固定資産 5 7 

投資その他の資産    

投資有価証券 808 1,012 

その他 445 481 

貸倒引当金 △11 △11 

投資その他の資産合計 1,242 1,482 

固定資産合計 7,022 7,448 

資産合計 11,277 11,892 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 626 661 

短期借入金 1,000 1,000 

1年内返済予定の長期借入金 431 441 

未払法人税等 9 6 

賞与引当金 77 23 

その他 560 764 

流動負債合計 2,706 2,897 

固定負債    

長期借入金 2,038 2,350 

退職給付引当金 811 735 

資産除去債務 3 3 

その他 485 565 

固定負債合計 3,338 3,654 

負債合計 6,045 6,552 
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    （単位：百万円） 

 
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成26年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,443 3,443 

資本剰余金 292 292 

利益剰余金 1,201 1,178 

自己株式 △33 △34 

株主資本合計 4,903 4,880 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 328 459 

評価・換算差額等合計 328 459 

純資産合計 5,232 5,340 

負債純資産合計 11,277 11,892 
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(2)四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 4,289 4,582 

売上原価 3,776 3,922 

売上総利益 513 660 

販売費及び一般管理費 613 609 

営業利益又は営業損失（△） △100 50 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 12 16 

為替差益 1 9 

その他 23 9 

営業外収益合計 37 35 

営業外費用    

支払利息 44 42 

その他 89 7 

営業外費用合計 134 49 

経常利益又は経常損失（△） △196 36 

特別利益    

補助金収入 37 － 

特別利益合計 37 － 

特別損失    

固定資産除却損 13 11 

特別損失合計 13 11 

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △173 25 

法人税、住民税及び事業税 3 3 

法人税等合計 3 3 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △176 21 
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(3)四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
 
（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
 
（セグメント情報等）

 前第３四半期累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

 ①報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            (単位：百万円) 

  報告セグメント その他 
(注1) 

合計 調整額 
四半期損益計算書

計上額(注2)   酸化チタン 酸化鉄 計 

売上高              

外部顧客への売上高 2,787 1,470 4,257 31 4,289 － 4,289 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － － － － － 

計 2,787 1,470 4,257 31 4,289 － 4,289 

セグメント利益又は損失(△) 

(営業損失(△)) 
△69 △45 △114 13 △100 － △100 

(注)1 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、副産物等の販売を含んでおります。 
2 セグメント利益又は損失(△)は、四半期損益計算書の営業損失(△)と調整を行っております。 

 
 ②報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
 
 当第３四半期累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

 ①報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            (単位：百万円) 

  報告セグメント その他 
(注1) 

合計 調整額 
四半期損益計算書

計上額(注2)   酸化チタン 酸化鉄 計 

売上高              

外部顧客への売上高 3,129 1,420 4,549 33 4,582 － 4,582

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － － － － － 

計 3,129 1,420 4,549 33 4,582 － 4,582

セグメント利益(営業利益) 30 7 38 12 50 － 50

(注)1 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、副産物等の販売を含んでおります。 
2 セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 
 ②報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

 

 

 

 

 

 

以上
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